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【短報】東京都におけるクシヒゲタマキノコムシ属
3種の採集例

筆者の手もとに東京都で採集したクシヒゲタマ
キノコムシ属 3 種があるので，以下のように記録
しておく．今回報告する 3 種はともによく似るが，
♂ 交尾器の形態のほか，上翅の点刻列の状態，前
胸背板の形状および微細印刻の有無などによって
区別できる（保科，1999）．

すべての個体は，倒木や立ち枯れ上の変形菌の
子実体の周辺より筆者が採集した．標本はいずれ
も筆者が保管している．

1. ズモンクシヒゲタマキノコムシAnisotoma annae 
Švec, 1992

1♂1♀, 東京都西多摩郡奥多摩町日原金袋山（標
高約 1,300 m），24. VIII. 2007.

東京都初記録．本種は１♂ によって記載されたが，
タイプ産地に関しては「日本」である以外の情報は
原記載にはない．北海道，本州，四国，九州から分
布情報がある（保科 , 1999; 保科ら , 2003）．

2.  オビスジクシヒゲタマキノコムシAnisotoma 
didymata (Portevin, 1927)

1♀, 東京都西多摩郡奥多摩町日原一石山〜人形山
（標高 1,000–1,100 m), 12. VI. 2010; 1♀, 同地 , 9. VII. 
2011; 2♂♂, 同地 , 8. VI. 2012.

奥多摩町からは，芳賀（2007）による既記録が
ある．中禅寺をタイプ産地とする種である．♂ を
含む 5 個体で記載された．北海道，本州，四国，
九州，対馬から分布情報がある（保科，1999）．

3.  コゲチャクシヒゲタマキノコムシAnisotoma 
frontalis (Portevin, 1927)

2♂♂2♀♀, 東 京 都 西 多 摩 郡 奥 多 摩 町 日 原 一 石
山 〜 人 形 山（ 標 高 1,000–1,100 m），9. VII. 2011; 
5♂♂5♀♀, 御蔵島村里 , 5–7. VII. 2012.

東京都からは野村（2011）による奥多摩町，宇
佐美ら（2011）による日の出町からの既記録がある．
また，本種は１♂ によって記載されたが，そのタ
イプ産地は東京近郊である（前種とともにタイプ
はガロアによってもたされたもの）．

これまで，本州，四国，九州から知られていた
（保科，1999）．伊豆諸島および御蔵島からは初記録．
御蔵島での調査は，許可を得て行った． 
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図1–3．クシヒゲタマキノコムシ属．1, ズモンクシヒゲタマ
キノコムシ(奥多摩町産); 2, オビスジクシヒゲタマキノ
コムシ(奥多摩町産); 3, コゲチャクシヒゲタマキノコム
シ(御蔵島産)．スケールはすべて1 mm．

【短報】伊豆大島からのアリガタハネカクシ亜科
Pinophilini 族2種の記録

伊豆大島においてハネカクシ科の甲虫が調べら
れたのは，ほかの昆虫と比較しても歴史は浅くな
く，古くは戦前に安立（1937）が 11 種を報告して
いる．ただし，その後は Sawada (1971) による海岸
性種の追加などがあるが，あまり情報が付加され
ることがなく，今日に至っている．

筆者の一人，亀澤は 2012 年 10 月 1 日～ 4 日の
期間，同島において調査を行い，以下の 2 種を得
ているので報告する．報告に先立ち，情報をお寄
せいただいた大林隆司氏と岸本年郎博士，ならび
に問い合わせに応じてくださった山本周平氏に深
謝する．学名は Herman (2010) に，和名は柴田ら

（2013）に従った．
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1. クビナガハネカクシProcirrus lewisii Sharp, 1889
4exs., 東 京 都 大 島 町 元 町 津 倍 付 [N34°45’60” 

E139°22’25”], 4. X. 2012.
伊豆大島および伊豆諸島初記録．林縁のシフティ

ングにより採集された．
本種は，長崎県で得られた 1 雌をもとに記載さ

れ，国内からは本州，四国，九州，口永良部島，
徳之島，石垣島，小笠原諸島から生息情報がある
が（柴田ら , 2013），概して得難い種である．本
州の属島からの採集例としては，広島県の上蒲刈
島，倉橋島からも報告がある（岡本 , 1990）．国外
分布としては香港（Rougemont, 2001），タイ（Last, 
1961）が知られている．

2. クロバネアリガタハネカクシOedichirus lewisius 
Sharp, 1874

1ex., 東 京 都 大 島 町 泉 津 原 野 [N34°43’15” 

E139°25’37”], 1. X. 2012; 3exs., 大島町元町津倍付
[N34°45’60” E139°22’25”], 4. X. 2012.

伊豆大島初記録．林縁のシフティングにより採
集された．

本種は，長崎県島原で得られた 1 雄をもとに記
載され，国内からは本州，粟島，伊豆諸島，隠
岐，四国，九州，対馬，種子島，屋久島，沖縄島
から，国外からは朝鮮半島から分布が知られる（柴
田ら , 2013）．伊豆諸島からは三宅島 （渡辺・相馬 , 
1972），御蔵島（澤田・渡辺 , 1969），八丈島（川畑 , 
2009）から記録されている．

なお，伊豆大島での調査は科研費（24510333；
研究代表者：小島弘昭）の助成を受けて行われた．
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図1, クビナガハネカクシ; 図2, クロバネアリガタハネカクシ
（いずれも伊豆大島産）; 図3,両種が採集された林縁環
境．スケールはともに1 mm．


